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平成25年12月６日（金曜日）

午前10時０分開会

会議に付した案件

○概要説明

企業局

企業局における新エネルギーに関する取組

について

○協議事項

１．次回委員会について

２．その他

出席委員（12人）

委 員 長 岩 下 斌 彦

副 委 員 長 星 原 透

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 坂 口 博 美

委 員 中 野  明

委 員 右 松 隆 央

委 員 山 下 博 三

委 員 鳥 飼 謙 二

委 員 新 見 昌 安

委 員 田 口 雄 二

委 員 図 師 博 規

委 員 徳 重 忠 夫

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

企業局

局 長 濵 砂 公 一

副 局 長 城 野 豊 隆

技 監
井 上 康 志

（ 土 木 担 当 ）

技 監
相 葉 利 晴

（電気・機械担当）

総 務 課 長 緒 方 俊

経 営 企 画 監 新 穗 伸 一

工 務 課 長 本 田 博

開 発 企 画 監 喜 田 勝 彦

電 気 課 長 白ヶ澤 宗 一

施 設 管 理 課 長 山 下 雄 一

総 合 制 御 課 長 田 村 秀 秋

事務局職員出席者

政策調査課主幹 松 浦 好 子

政策調査課主査 山 口 修 三

○岩下委員長 それでは、ただいまから成長産

業・ＴＰＰ対策特別委員会を開会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付の日程（案）をごらんくだ

さい。

概要説明は、企業局においでいただいており

ます。

本委員会の調査事項の一つである「新エネル

ギーの利活用による産業振興に関すること」を

踏まえまして、「企業局における新エネルギーに

関する取組について」説明をいただくこととし

ております。

なお、今回は、執行部による説明は１時間程

度とし、委員協議の時間を長目にとって、調査

活動のまとめに向けて、次回委員会の調査活動

内容等について協議いただきたいと考えており

ます。

そのように進めてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○岩下委員長 それでは、そのように決定いた

します。
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それから、前回の委員会で、中野委員から資

料要求のありました「フードビジネス振興に関

する主な支援策」をまとめました資料と、９月

に「海外戦略」について調査した際に、資料要

求いたしました「本県企業の海外工場進出状況」

について、調査結果がまとまったとのことでご

ざいますので、今回、委員の皆様にお配りをし

ております。

それでは、執行部入室のため暫時休憩いたし

ます。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

○岩下委員長 おはようございます。委員会を

再開いたします。

本日は、企業局の皆さんにおいでいただきま

した。

委員会として企業局をお呼びするのは初めて

でございます。通常ですと、ここで御挨拶と委

員の紹介をするところでございますが、もう12

月でございますので、省略させていただきます。

現在、この12名で調査活動を行っているとこ

ろでございます。どうぞよろしくお願いを申し

上げます。

また、企業局の皆さんの紹介につきましても、

出席者名簿をいただいておりますので、省略し

ていただいても結構でございます。

それでは、早速でございますが、概要説明を

よろしくお願いいたします。

○濵砂企業局長 企業局でございます。おはよ

うございます。

それでは、早速説明に入らせていただきます。

企業局におきましては、発足の当初から電気

事業を基幹事業といたしまして実施していると

ころでございます。近年の低炭素社会の実現、

あるいはエネルギーの地産地消への貢献などの

観点を踏まえまして、本県の恵まれた自然環境

を生かした小水力発電、あるいは企業局の施設

を有効活用した太陽光発電など、いわゆる新エ

ネルギーの導入にも積極的に取り組んでいると

ころでございます。

本日は、お手元に配付しております資料に基

づきまして、初めに、主な新エネルギーの状況

について御説明申し上げました後、企業局にお

ける小水力及び太陽光を活用した取り組みにつ

きまして説明をさせていただきます。

私からは以上でございますが、詳細につきま

しては、担当課長から説明をさせますので、よ

ろしくお願いいたします。

○本田工務課長 それでは、「委員会資料」の２

ページをお開きください。

主なエネルギーの状況であります。

まず、１の民間企業の事業参入状況でありま

すが、東日本大震災を契機に再生可能エネルギ

ーの普及拡大のための固定価格買取制度が創設

されまして、平成24年７月から実施されており

ますが、本県では、太陽光発電や木質バイオマ

ス発電を中心に、民間企業等が活発に参入して

きております。

枠内をごらんください。民間企業の事業参入

状況を記載しております。

メガソーラーは15カ所、約２万6,000キロワッ

ト、木質バイオマス発電は５カ所、約12万6,000

キロワット、畜産バイオマス発電は５カ所、約

１万4,000キロワット、小水力発電は11カ

所、4,655キロワットになっております。

２の設備利用率であります。

設備利用率は、新エネルギーごとに差がある

ことから、発電設備の最大出力が同じであって

も、年間発電電力量は違ってくることになりま
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す。

下の枠内をごらんください。年間発電電力量

の比較であります。

最大出力が500キロワットの発電設備の場合で

比較しております。太陽光発電は、12％の設備

利用率となっておりますので、52万5,600キロ

ワットアワーの年間発電電力量になり、一般家

庭の約140世帯分に供給できる能力となります。

以下、バイオマス発電は、設備利用率が80％に

なり、一般家庭の約970世帯分となります。小水

力発電は、設備利用率が60％となり、一般家庭

の約730世帯分となります。風力発電は、設備利

用率が20％となり、一般家庭の約240世帯分とな

ります。

この中で、バイオマス発電の設備利用率が最

も高く80％となっておりますが、バイオマス発

電は火力発電の一種であることから、燃料が十

分に確保できた想定で設定されております。

３ページをごらんください。

小水力を活用した取り組みであります。

企業局では、本県の恵まれた水資源を活用す

るため、これまで培ってきた技術やノウハウを

生かせる小水力発電の導入に取り組んでおりま

す。昨年から施行された固定価格買取制度では、

小水力発電の買い取り価格が高目に設定された

ことから、より導入しやすい状況になっている

ため、小水力発電の有望地点の調査などに積極

的に取り組んでおります。また、市町村等が計

画する農業用水等を利用した発電計画について

も、農政水産部と連携して積極的に技術支援を

行っております。

小水力発電の設置でありますが、１の現在の

取り組み状況です。

取り組み状況といたしまして３点ほど挙げて

おります。まず、県営ダムでは初めてとなりま

す、ダムの河川維持放流水を利用したマイクロ

水力発電設備となる祝子第二発電所を延岡市の

祝子ダムに建設しております。

枠内をごらんください。

事業費が１億1,052万2,000円、運転開始が平

成24年４月、最大出力が35キロワット、年間発

生電力量は20万9,000キロワットアワーとなって

おります。

右側の写真は、発電所内部を写したもので、

手前が水車発電機、右奥にありますのが制御盤

になります。

次に、祝子第二発電所に続きまして、小林市

にあります綾北ダムの河川維持放流水を活用し

たマイクロ水力発電設備を施工しております。

枠内をごらんください。

事業費が約7,500万円、工期が平成25年10月か

ら平成27年１月、最大出力が25キロワット、年

間発電電力量は約14万4,000キロワットアワーを

見込んでおります。

右側の写真は、綾北ダム下流からの維持放流

水を写したもので、水車発電機は左側にありま

すトンネルの中に設置する予定としております。

４ページをお開きください。

未利用エネルギーの有効活用や治水ダムにお

ける大規模災害時の電源確保の観点から、治水

ダムでは初めてとなります、日南市にあります

日南ダムを利用した発電計画について、配電線

に接続するための系統連系などの手続を進めて

おります。

枠内をごらんください。

最大出力が約500キロワット、年間発電電力量

は約246万7,000キロワットアワーを見込んでお

ります。

右側の写真は、ダム下流から日南ダムを写し

たものであります。
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ほかの治水ダムにつきましても、発電計画の

可能性調査を進め、今後、発電規模等について

検討を進めてまいります。

２の今後の課題でありますが、まず、一般的

に、小水力発電は初期投資費用が高く、回収に

長期間を要することから、事業化するためには

慎重に採算性や工法を検討する必要があります。

次に、小水力発電のための水利権については、

許認可の処分権限が国土交通大臣から知事等へ

移譲されるなど手続が緩和されているものの、

取得に時間を要しますので、計画的に進める必

要があります。

５ページをごらんください。

市町村等に対する技術支援でありますが、１

の現在の取組状況です。

県内市町村に対し、小水力発電を導入するメ

リットをＰＲするとともに、市町村等が計画す

る農業用水等を利用した発電計画について、流

量測定や可能性調査など技術的な支援を行って

おります。今年度は、４市町村６地点の支援を

行っております。

右側の写真は、農業用水路の流量測定風景で

あります。

次に、市町村と共同で農業用水路等を利用し

たマイクロ水力発電設備をモデル的に整備・運

営する「市町村連携マイクロ水力発電実証試験

事業」に取り組み、今後の市町村支援に活用す

ることにしております。

枠内をごらんください。

まず、比較的規模があり、九州電力への売電

を目的とする売電タイプにつきましては、日之

影町において建設中であります。事業費が

約1,800万円、工期が平成25年11月から平成26年

２月、最大出力が５キロワット、年間発電電力

量は約２万6,000キロワットアワーを見込んでお

ります。

次に、最大出力が１キロワットと規模が小さ

く、照明などの電源を目的とする「自家消費タ

イプ」でありますが、現在、実施する市町村を

選定しているところであります。

右側の写真は、売電タイプの予定地で、日之

影町下小原地区であります。赤丸の位置に発電

所の建屋を建設することにしております。

２の今後の課題でありますが、年間を通じて

安定した水量が確保できるか、また市町村等が

建設する場合は完成後の適切な維持管理のため

の体制が整っているかなど、十分な検討が必要

となります。また、補助事業の活用などにより、

初期投資費用の低減を図る必要があります。

６ページをお開きください。

太陽光を活用した取組であります。

１の現在の取組状況です。

県の重点施策と連携し、本県の地域特性を活

かした環境に優しい新エネルギーの普及促進を

図るため、企業局では２カ所に太陽光発電設備

を設置しております。

枠内の上段をごらんください。

まずは、日向市にあります工業用水道配水池

であります。事業費が2,566万8,000円、平成22

年２月に運転を開始しております。最大出力が30

キロワットで、年間発電電力量は３万6,000キロ

ワットアワーとなっております。

右側の写真は、工業用水道の配水池に設置し

ました発電設備であります。

次に、新富町にあります一ツ瀬県民スポーツ

レクリエーション施設であります。事業費

が7,367万9,000円、平成23年２月に運転を開始

しております。最大出力が90キロワットで、年

間発電電力量は10万8,000キロワットアワーと

なっております。
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下の写真は、一ツ瀬川県民スポーツレクリエ

ーション施設の駐車場に設置した発電設備です。

パネルの下は車庫として利用しております。

７ページをごらんください。

今年度新たに、北部管理事務所と綾第二発電

所に発電設備を設置することにしております。

枠内の上段をごらんください。

まず、日向市にあります北部管理事務所に設

置する発電設備の諸元でありますが、事業費が

約1,000万円、工期は平成25年７月11日から平

成26年３月14日、最大出力は20キロワットで、

年間発電電力量は約１万9,000キロワットアワー

です。設置場所は、浄水場の建屋屋上としてお

ります。

写真は、北部管理事務所の浄水場施設の写真

であります。赤枠で囲みましたポンプ室、電気

室建屋屋上に設置することにしております。

次に、綾町にあります綾第二発電所に設置す

る発電設備の諸元でありますが、事業費が

約2,600万円、工期は平成25年７月22日から平

成26年３月25日、最大出力は50キロワットで、

年間発電電力量は約５万6,000キロワットアワー

です。設置場所は、発電所の屋外敷地としてお

ります。

下の写真は、綾第二発電所の写真であります。

赤枠で囲みました屋外倉庫の跡地に発電設備を

設置することにしております。

２の今後の課題でございますが、太陽光発電

は設備利用率が低いことから、電力を多く発電

するためには広い土地が必要となります。

説明は以上でございます。

○岩下委員長 執行部の説明が終わりました。

御意見、質疑がございましたら、御発言をお

願いいたします。

○中野委員 ページの６ページ、今、大体いろ

んなところで太陽光発電、民間の場合、私が知っ

てる人とか、大体何年でペイするのという話な

んですよね。

例えば、この一ツ瀬川県民スポーツレクリエ

ーションの場合に、自家消費の場合とか売電と

か、その場合の投資額の最終的な利益は、これ

はどんな計算になるんですか。

例えば、今、九電から買えばキロ20円とかで、

売れば40円とかいう話。だから、自分でつくっ

てもみんな売電して、電気は九電からとか、い

ろんな方法があるんで、この場合、どんな投資

計算となっているのか。

○新穗経営企画監 一ツ瀬川のゴルフ場の太陽

光につきましては、売電が目的ではなくて、あ

くまでも自家消費用ということでつくっており

まして、これを使った余りがあれば九電に売る

ということですので、もともと事業を目的とし

てつくっていませんので、採算性はそんなにい

いということではないんですけれども。

具体的に申し上げますと、九電には24円で引

き取ってもらっております。これが、大体年間110

万円ぐらいになります。それから、太陽光をつ

くったことで、九電から買う電気が減ります。

その節約分が60万ぐらい、それと基本料金も減

ります、それが60万ぐらいということで、大体

年間百二、三十万ぐらい、これをつくったこと

でプラスかなと考えています。

それに対しまして、このときはまだ補助制度

がありましたので補助金を使って建設しており

ますので、それを除きますと、4,800万ぐらい自

己資金を投資してますので、大体4,800万を二百

二、三十万で割り戻すと、22年とかそういう計

算になります。

ただ、ここの場合は、売電を目的にしてない

というのが一つありましたけれども、それ以外
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に、自分のところの屋根つき車庫という位置づ

けでつくっていますので、どうしても柱の部分

とか基礎の部分、こういったものを含めての建

設費になっていますので、そこ辺は全く補助の

対象になってなかったりして、その売電の収入

というだけではなくて、その車庫をつくったこ

との効果とか、そういうものもありますので、

採算性は22年ということでちょっと厳しいとい

う内容にはなっております。

以上です。

○岩下委員長 ほかに何かございませんか。

○緒嶋委員 １枚１枚のあれはパネルと言いま

すかね。あの発電量が、やっぱり最初できたこ

ろと今では発電能力が大分変わってきたと思う

んですが、そこ辺の計算は十分されてパネルの

設置を、最初単価が高くても発電能力が高けれ

ばそのほうがいいというようなことにもなるわ

けですが、どういうようなことで、この設置の

前提として計算されているのですか。

○喜田開発企画監 今の話でございますが、確

かに、おっしゃるとおりパネルの性能は年々向

上しておりまして、その辺も考慮してございま

す。

ちなみに、ここに４つの太陽光発電所を例示

させていただいてます。今年度つくっておりま

すのが、一番効率のいいパネルを使っておりま

すが、この綾第二発電所でありますと、大体13

年ぐらいで資金は回収できるように、そういう

ふうに、金額も安くなってきておりますし、効

率もよくなっておりますので、だんだん向上は

してきております。

○緒嶋委員 これが何年、耐用年数というか、

また、これがそのあたりの絡みも出てくるわけ

ですよね。ちょっとまた、かえるときにいろい

ろ何か、それがどういう形でパネルを改修する

のかというのは、そういう見通しも今あるわけ

ですか。パネルの改修というか、また新たなこ

れを設置したところに、20年後には、またパネ

ルを新たなのにかえるとか、その耐用年数的な

計算はされているわけですか。更新よ。

○本田工務課長 まだ取りかえの時期には来て

いませんけれども、一般的には、太陽光は20年

は十分もつと言われておりまして、つけており

ますけれども、しっかりメンテナンスしていけ

ば20年は十分もつのではないかと思っておりま

す。

その後は、やっぱり、途中で悪くなったパネ

ルとか、何か物が当たって割れるとかいったと

きには、取りかえは、さっきおっしゃたように

１パネルごとかえられますので、20年後に全部

取りかえるとか、30年ぐらいはもつと思うんで

すけれども、その後に取りかえるかは、またそ

この判断だと思いますけれども。

○緒嶋委員 それと、小水力ですけれども、こ

れは、中山間地は特に落差があるので小水力の

希望があるわけですよね。それはそれでいいっ

ていうんですけれども、これは、やっぱり補助

制度がないと、小水力を設置しても採算的なも

のを含めた場合には、なかなか容易ではない。

それは、いろいろ将来は原発をなくすとかいう

ようなことの中では、これは環境に優しいわけ

じゃからいいことですけど、採算性を考えた場

合は、やっぱり補助がないとなかなか難しいん

じゃないかと思うんですけど、そのあたりはど

うですか。

○本田工務課長 我々がつくる大きな発電所は

補助制度がなくなりまして、このＦＩＴという

んですか、固定買取価格制度で高く設定してる

中でやっていくというふうになりますけれども、

こういう中山間地域の農業用水を使った小さな
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発電所に関しましては、補助制度が残っており

まして、県では農村整備課が担当しております

けど、物によっては、国が２分の１補助とか、

県が20％補助、国が出ないやつは県単で50％程

度の補助がまだ設定されております。それを十

分利用して、今度、日之影につくるやつもそう

いう補助を利用させておりまして、1,800万ぐら

い全体でかかりますけれども、日之影町が負担

するのは400万ぐらいでできるというような、今、

制度があります。

企業局は、共同でやりますので、機械を企業

局が950万ぐらい負担してやっております。企業

局の目的は、こういうものを、市町村に５キロ

ワット程度のがいっぱい今からあると思います

ので、モデル的にまずは企業局が示して、機械

をつくってあげまして、それでいろいろデータ

をとりまして、小さいものですから、いろいろ

な、我々が今持ってるノウハウ以外のごみ取り

とか、そういうノウハウを我々が取得しまして、

それをまた市町村に還元しまして、市町村みず

からできるようなモデル事業として、我々、今、

日之影で考えております。

以上です。

○坂口委員 ちょっと両方関連してですけど、

一つはパネルです。これの転換効率の経年変化

です。エネルギー転換効率の経年変化、これは

大体どれぐらいになっているんですか、20年間

見たとき。

○喜田開発企画監 済いません、まだ太陽光が

技術が新しいものですから、実際のものがなか

なかないんですが、一応、年間0.7％ぐらい。10

年たてば７％、20年たてば14％ぐらい出力が低

下していくというふうに言われております。

寿命のほうは、20年以上は大丈夫だとは言わ

れておりますが、それが30年なのか、どこなの

かというのは、なかなかちょっとまだはっきり

しないところでございます。

○坂口委員 それぞれの素材ごとには、理論的

にはそうなっていくかなって思うんです。ただ、

現実の問題として、太陽光を採光できるこの透

明性の確保、これは、自然環境のかなり劣悪環

境の中でのそれだけの採光性が保てるかなって

いう疑問が一つです。

それともう一つ、今度は、それは20年もった

とした、今度はそのときの廃棄処分の廃棄物扱

いです。これが、管理型へ持っていくぐらいの

廃棄物処分だったら、その処分料あたりをどう

見ておられるのか、この大量な素材の、そこら

は採算性の中でどう見て、かなりやっぱり厳し

い方向を見とかないと、甘い方向ではそこで間

違うと思うんですけど、そこらはどんなぐあい

に見ておられますか。

○喜田開発企画監 申しわけございませんが、

廃棄処理のほうまでは、まだちょっと見れてい

ないところでございます。

おっしゃるとおり、はっきりわからないとい

うところが大きくて、なかなか難しいものがご

ざいます。

○坂口委員 今、原発が問題になっているのは

そこなんです。ＰＣＢだってまだ手にもてあま

してる。やっぱり、これを公的な立場が推進す

るってなると、ここは物すごい重要なポイント

だと思うんです。

だから、これは、かなり、やっぱり県が奨励

していくんだったら、責任持った見通しという

のをセットで指導しないと、だまされたってい

うことになる。これは、やっぱり一考を要する

部分かなって。

だから、流れに乗るのは大切だけど、肝心な

点を見落としちゃだめだってことです。特に、
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民間のコマーシャルベースに乗っけられたらだ

めだっていうことです。これは、やっぱり今後

の課題として、ぜひしっかり受けとめてほしいっ

ていう、これは要望にとどめます。

それから、あわせてなんですけど、そこで、

民間が、やっぱりメガを含めてかなり広大な敷

地、当然、下地の除草対策として鉄鋼スラグを

下に入れてるって聞くんです。鉄鋼スラグって

いうのは、やっぱり雨との関係とか、ペーハー

あたりは特に慎重を期さないと。これは、今後

やっぱり、例えばなんですけど、チョウザメな

んていうのをやりますよね。チョウザメなんて

いうのは水にすごく敏感な生き物で、ペーハー

がそこで高まるなんてことになったら、やっぱ

りここらへの影響も深刻です。

やっぱり県内でもグリーン購入法っていうも

のがありながら、慎重に、やっぱり土木あたり

では、すごい慎重な、鉄鋼スラグの対応をして

いますよね。そういったところで、もう満遍な

く地表にまかれるなんてことになると、これは

やっぱり問題。でも、やっている民間は、そこ

らのところは全く情報的なものは持たないと思

うんです。これらも含めて、ぜひ、やっぱり指

導的な立場から、何らかの一つの分析というも

のをやってほしいなというのを、これ、やっぱ

り要望としてお願いしておきます。

次に、もう一つ、これは教えていただきたい

ことなんですけど、小水力なんですが、まず、

この水の持ってるエネルギーを電気に変えてい

るわけですけれども、そこでの落差と水量の関

係、それから、今度、回転軸に回転エネルギー

としてそれを物理的なエネルギーで変換してい

く、そのときの水量と落差との、それから回転

する側のそのエネルギーを受けて羽の関係、こ

れっていうのは、大体、大まかにはどんな関係

になってくるんですか。

○本田工務課長 高いところにあったほうが出

力は出ます。そして、水がたくさんあったほう

が出力は出ます。計算上は、落差は、これはメ

ーターですけど、落差掛ける１秒間の水量、ト

ン数ですけれども、それを掛けます。それに、

大体８倍ぐらい掛ければ出力が出ます。ですか

ら、落差が30メーターありました、１トンの水

が流れてきましたということは、30掛ける１で

すから、30掛ける８倍ですから240キロぐらいで

す。それぐらいが出ますということになります。

なかなか、農業用水は、そういう１トンとか

いうレベルじゃありませんで、0.何トンとかと

いうことになります。

○坂口委員 そこ、数字はいいです。

○本田工務課長 あとは、羽の形も、今、大き

な水力から小さな水力ありますけれども、なか

なか、大きな水力ばっかり使っておりますので、

大きな水力は、落差によって、水量によって、

羽の形がもう昔から研究されていまして、いろ

んなやつが、この落差にはこれが一番いいとか

いう、効率がいいというのはもうつくられてお

ります。

今、最近は、こういう５キロワットタイプと

か１キロワットタイプっていうのが最近出てき

たものでありまして、今からいろんなものが出

てくるかとは思いますが、結局は効率がいいほ

うがいいもんですから、そういう競争になって

くるものかなと思います。いろいろ、今は出て

きております。

○坂口委員 そこのところなんですよね。割と

今まで、出力の大きいもので、やっぱり一定規

模の投資なりをして採算がとれるっていうレベ

ルのものは、かなり軸の関係とか羽の関係とか

水の関係というのは、これはかなり研究が尽く
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されている。

問題は、そういった小規模のやつ、特にもう

ほとんど落差のないような水路に設置していく

ようなものとかになったとき、まず一つには、

軸受けでのロス、その受ける箇所が何回もあっ

たときのロスと、今度は羽の角度、その羽が可

変でできないかっていうこととか、らせん状に

ずっとやったときに水の抵抗っていうのを何度

もそこでそのエネルギーを何回も受けて転換で

きないかとか、そういったとこっていうのは、

現実にやっぱりもう研究っていうのは尽くされ

ているんですか。

何か、この前、綾のを見たとき、もったいな

いなって感じたんです。こんなことじゃって、

これは何でらせんで切らないのかなとか。もっ

と、軸受けにしても、やっぱり素材まで含めて、

そこでロスエネルギーを出さないものを使わな

いのかなとか。そこらっていうのは、やっぱり、

企業局の責任っていうのはすごく限界を超すと

思うんですけど、少なくてもそういった情報っ

ていうものは持つ必要があるんじゃないかなっ

て、それに対しての対応っていうのはどんなさ

れているんですか。

○本田工務課長 今、こういう小水力を我々は

祝子第二発電所で最初つくってきたわけなんで

すけれども、一番の問題は、水車がやっぱり当

然小さくなります。そうなると、そこを水が通っ

ていくわけなんですけれども、一番の問題はご

みの対策です。ごみをいかに取るか。大きな発

電所だったら、ごみも一緒に流れましてどうも

なかったんですけれども、それで水車がとまる

とかいう現象を経験しておりまして。

ですから、水車の形も、おっしゃるとおり、

らせんとか今はありますので、らせんはごみが

通りやすくなりますけど、効率がどうなのかと

か、そういう場所によって、事前にごみがたく

さん取れれば、効率がいい、ちょっとピッチが

小さい水車でもいいとか、そういうのがありま

すので、その辺の、その前に除じん機をつける

かとか、ごみ取りをするかとか、そういう兼ね

合いでどういう水車をつけるかということにな

りますけれども、水車も、まだ小さいやつは今

からのまだ開発が待たれるところだと思います。

○坂口委員 これからかなって思うんです、今

までなかったから。

ただ、あそこでぱっと思ったのは、まず入り

口で物理的にはねるスクリーンがありますよね。

あと、言われるように、その条件で、大雨の後

とか水の少ない時期とかでは、全然、その不純

物というか、そういったごみなりのまざるって

いうのは違うじゃないですか。そのときに、仮

にペラが可変でセットできるものなら、スース

ー流しながら、やっぱり傷めないようにやる。

そして、きれいになったら、また可変でもとの

なるだけ角度をもう限りなく90に近く持ってい

くとか、それを今度はらせんでずっと連動して

いけるように何カ所でも受けるとか。そういっ

たのが、なぜ、これはそういう研究をやってな

いのかなって、こんなもったいないなというの

をそこを見て感じたんです。

だから、既にもう取り組んでいてもいいよう

な部分もある。これからの部分もあると思うん

ですけど、これは余り聞いてもとりとめがない

でしょうから、ここらをぜひ、これもお願いっ

ていうことで。

○鳥飼委員 ２つお尋ねをしたいと思います。

２ページに、年間発電電力量の比較というこ

とで、500キロワットの発電設備ということで、

それぞれの設備利用率とか、それから一般家庭

でどのくらい発電をするのかというのが書いて
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あるんですが。

これ、ちょっとお尋ねしたいのは、この発電

をするに当たっての雇用の関係。非常に、宮崎

県の場合は中山間地が多いということがありま

して、すると、中山間地以外でも、とりわけ雇

用の場をどうやって確保するのかっていうのが

大きな課題になっております。ですから、エネ

ルギーの転換ということで、この産業転換に大

きく結びついていく期待がかかっているんです

けど。この４つありますけれども、それぞれ御

説明をいただきたいと思います。

○本田工務課長 まず、雇用の関係ですけれど

も、企業局が今まで建設してきました大きな水

力につきましては、県外の大企業に発注してき

ておりました。これが、こういう小さい小水力

の建設につきましては、土木工事とか電気工事

が入るんですけれども、それについては、十分

県内で対応できると考えております。

企業局が、これまでこのような小水力発電の

工事を県内に発注してきておりまして、県内に

も、こういう、発電分野というのは少し特殊な

んですけれども、動く電気にしましても、そう

いう建設のノウハウを持つ業者も県内にも出て

きているというところもあります。また、建設

した後は、維持管理費とか修繕も出てくるとい

うこともあります。

先ほど言いました、企業局でも、市町村等へ

の技術支援とか実証試験も行っておりまして、

これらの取り組みを通じまして小水力関係の仕

事がふえてくれば、それに伴いまして雇用にも

つながると考えております。

○相葉技監（電気・機械担当） 今の御質問は、

この太陽光とかそれぞれで雇用がどのくらい生

まれるのかというようなお話だろうと思います

ので、それで考えますと、一番手間がかからな

いというのが、太陽光発電でございました。こ

れは、もう動くところが全くございません。先

ほど話がありましたように、ちょっと、多少手

入れするといいますのは草刈りぐらいと、あと

点検でございますので、ほとんど、雇用効果は

一番少ないのではないかというふうに考えてお

ります。

その次が、風力発電であろうかと思われます。

風力発電は風でございますので、もうほとんど

通常的な経費といいますか、管理といいますの

は、もう通常の点検と故障が起きたぐらいでご

ざいますので、これもほとんど手間がかかりま

せん。

小水力発電につきましては、先ほど言いまし

たように、ごみがかかるとか、結構、維持管理

に手間がかかりますので、これは、多少そういっ

た雇用といいますか、そこまでは至らないと思

いますけれども、小遣いを稼ぐぐらいの、そう

いった雇用効果程度はあるのではないかと考え

ております。

一番大きいのがこのバイオマスでございまし

て、バイオマスは収集がございますので、特に、

木質は山から収集すると、あとは火力発電でご

ざいますので、ボイラーのそういった専門的な

人とか、電気関係の人とか出てまいりますので、

これは、非常に、バイオマス発電につきまして

は雇用効果が高いのではないかというふうに考

えております。

○鳥飼委員 例えば、ここでは500キロワットっ

ていうふうになってるんですけど、この場合だっ

たら、例えば人員としてはどれぐらいですよと

かいうのは、何か出ているのがあるんですか。

○相葉技監（電気・機械担当） バイオマス発

電は、これは、ちょっと国の雇用効果というの

を計算で出しておりまして、500キロワットでは
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ございませんが、5,000キロワットで大体50人程

度の雇用が見込めるというようなデータはござ

います。木質バイオマスでございますけど。

○鳥飼委員 ありがとうございました。5,000キ

ロワットで50人ぐらいということの説明でした

けれども。

関連してといいますか、御質問しますが、宮

崎で生産といいますか、電気を製造といいます

か、大体、約４割ぐらいかなと言われてると聞

いてるんですが、そこら辺をもうちょっと御説

明いただけませんか。

○本田工務課長 宮崎県内で使う電気量と発生

する電力量の割合ですけれども、宮崎県内の発

電が、昭和55年ぐらいまでは100％を供給してお

りました。それから、だんだん、やっぱり県内

の使う電気量が多くなりまして、だんだん下がっ

てきておりまして、現在では、年で違うんです

けれども、40％から50％の間を供給能力として

は動いていくというような状況でございます。

○鳥飼委員 それだけ需要が高くなってきたと

いうことだろうと思うんですけれども。

やはり、新エネルギープランがつくられて、

あのときも私は申し上げたんですけど、電力の

宮崎県での目標といいますか、自給率というの

を、やっぱり目標を置いてやるべきじゃないか

というようなことを申し上げたんですが、そこ

はそんなふうにならなかったようなんですけれ

ども。

そこで、やはり、宮崎の場合は、バイオマス

なりが雇用効果に結びつくということであれば、

ちょっと林地残材とか、いろいろ、中国木材も

進出をしてきて本格化してるようなんですけど、

それから日南、やはりそういうところを強化を

していくべきではないかなと思ってるんですけ

れども、企業局としての何か考え方とかありま

すでしょうか。

○濵砂企業局長 木質バイオマスは、山間部に

とっては非常にこれはありがたい、先が見えた

ような話だと、私も山の出身ですので、期待し

ているんですが。

ただ、やっぱりコストが物すごいかかるんで

す。林地残材、いっぱい、林道網がぴゃっと縦

横無尽に整備されて、すぐ、コストかからずに

搬出できればまだいいんでしょうが、やっぱり

林道から20メーターぐらいまでやったら何とか

なるとか、50メーターぐらい離れるときついと

かいうこともありますし、そうしますと、県内

で発生する林地残材が何か57万トンとか言って

ますけれども、あれが全て使われるかというと、

やっぱりコスト的にそうではないと思うんです。

そういうことを考えながら、今、中国木材と

か王子製紙とか、今おっしゃったような、５つ

か６つぐらいありますけれども、あれが年間を

フルに稼働して賄い切れるかどうかということ

もあるんじゃないかという気がするんですが。

そういう状況ですので、企業局としては、し

ばらく、これは、せっかく民間が入ってきてい

ますから我々が入る問題じゃないということで、

当分やっぱりその推移をしっかり見きわめる必

要があるというふうに思っております。

○鳥飼委員 わかりました。林地残材とかそう

いうのもありますし、畜産のふん尿の処理で、

川南で鶏ふんやったりとかいろいろやってます

けれども、ここは、雇用に結びつくということ

であれば、大いに検討していく必要があるので

はないかなというふうに思いますので、よろし

くお願い申し上げます。

それと、最後になりますけれども、太陽光な

りやって、先ほどの一ツ瀬川県民スポーツレク

リエーションっていう、ゴルフ場ですよね。そ
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のほかのところは、企業局がやっておられる太

陽光っていうのは、この日向市の工業用水と、

あとはこの第二発電所とかありますよね。これ、

ここもやっぱり売電ではないということになる

んでしょうか、どんなふうになるんでしょうか。

今やっておられる。

○新穗経営企画監 資料の６ページにあります

工業用水道の配水池とそれからゴルフ場につき

ましては自家消費で余剰を売るというタイプで、

７ページのほうの北部管理事務所と綾第二発電

所につきましては、これは事業用ということで

売電を目的にした太陽光になります。

○鳥飼委員 わかりました。企業局は、今、大

型水力といいますか、これまでの従前の水力発

電と、このような一ツ瀬川のこれをやったりと

か、いろいろなことを、それから市町村とか民

間の人たちが投資といいますか、参入しやすい

ようなことで、小水力でいろいろやっておられ

ますけれども、今後、このエネルギーについて、

エネルギーの活用といいますか、創出について、

企業局が果たそうとしている役割といいますか、

それについて何か検討してるようなことがあっ

たら教えてください。

○濵砂企業局長 固定価格買取制度が去年から

始まりました。再生可能エネルギーの有効活用

ということで、固定価格買取制度が対象として

いる再生可能エネルギーというのが、太陽光、

風力、地熱、バイオマス、小水力なんです。我

々は小水力をやってますけれども。

太陽光は、一応、我々企業局の５年間の経営

ビジョンというのを持っています。５年間で、

ビジョンを─それが、平成26年度末で大体150

キロワットぐらいまで持っていこうということ

で、ことし、２つ、日向と綾につくりますんで、

それで190になりますので、一応目標を達成する

んですが。

メガソーラーについては、これは使用率が12

％ということで効率が非常によくないですし、

物すごく広大な敷地を必要とするということで、

しかも県内にも民間がどんどん入ってきている

ということで、これは当面やるつもりはありま

せん。

それから、バイオマスも、先ほど申し上げま

したような、民間が積極的にやってるというこ

ともありまして、これもそういうことで。

あと、風力も、串間と北方ですか、あります

が、なかなかうまくいかんということですので、

今度また九電系列でまた串間のほうに何か大き

な計画もあるようですが、宮崎は非常に台風が

多いということで、風の強弱が非常に安定しな

いということもありまして、また串間とか北方

でやった例を見てみますと、非常に故障が多く

て、雷が落ちてきたりとか、その維持経費が非

常にかさむというようなこともありまして、な

かなか、ちょっと踏み込むようなあれはないな

というふうに思っています。

あと、地熱は、宮崎は温泉は少ないですけれ

ども、地熱の場合は自然公園とか国立公園とか、

あそこの法規制が非常に厳しいということもあ

りますし、またボーリングして1,000メーターと

か2,000メーターとか掘るわけですから、非常に

また開発する側のコストがかかるし、環境アセ

スとかの時間もかかる。掘ったけれども、しか

し、果たして行き着くかどうかもこれもまだわ

からんわけです。また、以前の例を見ますと、

出るけれども、掘ったけれども、付近の温泉が

枯れたとかそういう問題もあるし、これもやっ

ぱり非常に難しいだろうと思っています。

そうしますと、そういうのを切り捨てていき

ますと、やっぱり残るのが水力でありまして、
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我々は非常に昔からもう水力はやっていますか

ら、蓄積ノウハウを持っていると。

それから、もう一つは、原発事故以来、電源、

今まで大規模集中型でしたけれども、今度はも

う小規模分散型ということで、身近にあるエネ

ルギーをいかに利用していくかということだと

思います。

そうしますと、県内、水力は昔から盛んです

が、まだまだ、その５キロワットとか10キロワッ

トベースの電力というものは使えるものはいっ

ぱいあるんじゃないかということを思ってるわ

けです。それは、我々自身もやりますけれども、

あと市町村とか、先ほどから申し上げていまし

たように、そこら辺がやる上において、我々が

今まで蓄積した技術とかノウハウを使いまして、

うまく指導というか支援をしていきたいと。そ

ういうことによって、県内の小水力のエネルギ

ーの活用をどんどん進んでいったらいいなとい

うふうに考えているところでございます。

○鳥飼委員 ありがとうございました。総括原

価方式の見直しというのもいろいろ出てくるだ

ろうと思いますので、今後、十分いろんな面で

企業局としての役割を果たしていただきますよ

うにお願いして、終わります。

○岩下委員長 ほかに御意見、御質疑ございま

せんか。

○坂口委員 直接は関係ないかも分からないけ

ど、今言ったように、様々な挑戦という部分も

ありますよね。だから、今度は知見的なものの

積み上げとか技術的なものの積み上げというも

のが必要っていうのは、そういった環境、今後

新たに解決すべき課題というか環境というか、

それを見たときに、企業局は、一旦、合理化な

んかで随分プロパーを減らされましたよね。そ

して、ある程度必要なところには、人事の中で

知事部局から行って補完していくっていうのか、

補完という言葉はどうかわかりませんが。

そうなったとき、やっぱりもう一回プロパー

の必要性が出てきているような感じもするんで

すけど、そこらについては、率直にどんなに思っ

ておられるのか。やるやらないは別として、ま

た人事の問題だから限界はあるでしょうけど、

もし何かの考えなり課題があったら教えていた

だけると。

○濵砂企業局長 確かに、プロパーで採用して

ましたのは昭和50年ごろまでですか、それから

ずっと知事部局との交流でやっております。

また、おっしゃるように、昔は発電所ごとに

駐在しておりましたけれども、今は全部ここの

企業局庁舎から集中制御していますから、そう

いう意味で、非常に、昔は二、三百人おったの

が、今は私を含めて118人ですけれども、非常に

合理化が進んでいると思います。

これから、電力システム改革で、非常に電気

も厳しくなってきますので、やっぱりコストの

カットはしていかないかんということで、やっ

ぱりこの体制は維持していくべきだというのが

一つと。

あと一つは、やっぱり、電気職というのは技

術屋の中でも特に専門の分野で、私から言わせ

たら幅が非常に狭いんです。ですから、企業局

だけじゃなくて、知事部局の電気の職場も５つ

か６つぐらいあるって思うんですが、やっぱり

行ってそういうことを経験することによって、

電気の技術屋としてより視野を広くして、また

企業局に帰ってきて、より高い視野から企業局

の経営に携わってもらうというようなことも含

めまして、今の体制でいいんじゃなかろうかと

いうふうに考えているところです。

○坂口委員 いろんな見方があるんでしょうけ
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ど、僕は、むしろ狭くってかなり高度な知識な

り技術を求められるってなると、人そのもので、

そういったものを簡単に移転できていかない、

人から人に簡単には移転できないぐらい難しい

時代に来てるかなって。

それは、知事部局のほうの、例えば農業試験

場にせよ、水産試験場にせよ、同じ悩みを持つ

んじゃないかなっていうところで、考え方、結

論は別として、やっぱりいろんな人がそのこと

を共有していくっていう利点もあるんでしょう

けど、どんな表現したらいいですか、なかなか

表現が難しいんですけど。

例えば、先端技術っていうものはそれでいい

と思うんです、つないでいける。ところが、科

学技術ってなると、また違う。個人的にそういっ

た知識と技術と両方持たないとその課題を解決

できないとか、個によるところが大きいとか、

そういった悩ましい部分が、今そういう時代じゃ

ないかなって思うんです。

だから、経営とその職員数との関係っていう

のもあるんでしょうけれども、そこらが何かも

う一つの限界に来てるような気もするものです

から、結論をどう求めるわけじゃないんですけ

ど、両方ともその課題を持ってるんじゃないか

なって気がするものだから、特に企業局長も卒

業を前にされて、そういったものを率直に、やっ

ぱり宿題は宿題として提起していただければ

なっていうこと、これは要望にとどめておきま

す。

○濵砂企業局長 非常に大事な観点だと思うん

です。先ほど、申しおくれましたけれども、忘

れていましたけれども、非常に専門的であるが

ゆえにその専門的な技術の伝承、これはもう極

めて重要だと思っています。

したがって、我々もできるだけ外部委託はす

るんですが、しかし、やっぱり委託はできない

と、これは、局内も技術の伝承のためにできな

いということもありまして、そういうものにつ

きましては、やっぱり先輩職員から後輩職員に

しっかりと伝授していく必要があるというのが

一つと。

あと、今やってます、年間に１回、１週間ぐ

らい時間をとって、余裕がある人は、県外の先

進的な、同じ企業局の中でも先進的なところと

か、あるいは民間でもいいんですが、行って、

実際その現場の人と一緒にいつもやらしても

らって、そういうことで新しい技術とかよその

技術とか、そういうものを学んで帰ってきて局

内で還元するとか、そういうことも一応やって

いるところでございます。

○岩下委員長 ほかにございませんか。

○中野委員 私、この自然エネルギーは、もう

ほんとにいいことだと思っているんです。だけ

ど、バイオマスにしても、今のこの太陽光発電

も、最終的には20円で九電が売って、40円で買

う、これが大きくなったら電気料がどうなるか

とか。

バイオマスを、例えば２億、３億円を一企業

にぽんと出して、一企業だけで電力を消費する、

そのメリットは何か、その会社の電気料が下がっ

ただけ。裏は、さっき言った木材の部分がある。

だから、私は、企業局も５カ年のビジョン、

余りはっきり知らんけど、いずれにしても、だ

けど、企業局はやっぱり公営企業法の独立採算

がまず第一やから。私、これ見て、果たしてさっ

きのレクリエーションのソーラー、ある程度雇

用が出ればいいです。雇用も出らんのに、何で

無理してレクリエーション、よっぽど一ツ瀬ゴ

ルフ場はもうかっちょるとかなって。そりゃ、

今、九電の本体はたっぷり金持っとるからいい
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けど、やっぱり、そこは、しっかり私は採算とっ

てやるべきだと思っています。

結果的には、いろいろ、あるとは思いますが、

そこまで。

○濵砂企業局長 確かに、公営企業であります

ので独立採算ですから、おっしゃる意味は非常

によくわかります。

損は絶対にしないという試算のもとにやって

おりまして、太陽光は、先ほど申しましたけれ

ども、メガソーラーを本格的にやる気持はあり

ませんが、現在の新エネルギーの象徴的なもの

として、やっぱり企業局としてはある程度はや

るべきであろうということでございまして。小

水力も、今でも大きな発電所のようなもうけは

ありませんけれども、この時代を反映した新し

い取り組みとしてやっぱり積極的にやるべきで

あろうと。

ただ、やっぱりおっしゃるように、一番の中

心は採算でありますから、そこ辺は十分配慮し

てやってまいります。

○星原副委員長 どうだかわからないんで、教

えてほしいですが、新エネルギーということで、

メガソーラー、木質・畜産バイオマス、小水力

あるいは風力とか出てきましたよね。これ以外

に、今後10年後、20年後に向けて、何か宮崎の

資源を活用した形で、何らかの方向性、こうい

う新エネルギー開発みたいな形でどこかと取り

組むとか、企業局で何か考えているものってい

うのはあるんですか。やっぱり、もうこの範囲

ぐらいのところでしか、なかなかもう考えられ

ないものなんですか。

要するに、地熱とか、あとメタンハイドレー

ドとか、いろんな話もまた出ていますよね。そ

ういうものにも、やっぱり何らかの形で研究と

いうか、何かなされようとしてるところはある

んですか。それとも、今あるやつを、もう、逆

に言えば、グレードアップしていくような形で

考えてるいるんですか。今後のエネルギーに対

しては、どういう考えを持たれているんですか。

○井上技監（土木担当） いわば、エネルギー

の今までとは違った新たな分野の話ではないか

と思うんです。今の国レベルよりももっと大き

く、国際的に注目を集めている、例えば水素エ

ネルギーであるとか、いわゆる今のエネルギー

形態をもう大きく変えてしまうような開発が、

今、研究から実証実験に移っている段階です。

ですから、企業局としては、研究機関ではあ

りませんので、そういった実証試験の経過を見

ながら、新しいエネルギーにもこれから着手、

あるいは見きわめていくということは必要では

ないかというふうに考えております。

○岩下委員長 ほかにございませんか。

○山下委員 ５ページの市町村のこのマイクロ

水力です。日之影町に設置されたマイクロなん

ですけれども、これの流量と高低差、どれぐら

いのところに設置されたのか、ちょっと教えて

ください。

○喜田開発企画監 流量でございますが、大体、

これは、もうリッターの単位でございまして、

やっぱり40リッターとかその辺でございます。

また、農業用水ですので変化をするところでご

ざいます。

落差につきましては、30メーターほどでござ

います。

○山下委員 どれほどの売電になりますか。

○喜田開発企画監 こちらのほうは、金額で申

しますと、年間約90万円程度の売電を期待して

るところでございます。

ここに書いてあります発生電力量２万6,000を

キロワットアワー当たり34円で売電する予定で
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ございます。

○山下委員 キロ34円ですね。

この事業の取り組みの中で、私は、日之影町

というだけで場所はちょっとわからないんです

が、これは売電タイプなんですけど、鹿とか猿

とかイノシシとか出る地域ではなかったのか。

これを売電というふうに決められたのか。例え

ば、そういう鳥獣害の有害駆除のために、例え

ば電柵を張ってやるとかそういう検討をされな

かったのか。

それと、年間使える期間、水利権とかいろい

ろあったと思うんですが、365日、これは稼働し

ているのか。農業用水だったら田んぼの時期だ

けなのか、そこをちょっと教えてください。

○喜田開発企画監 まずは、最後のお尋ねの年

間を通じてということでございますが、確かに

量は変わりますが、冬場でも、若干、水路を維

持するための水は流れておりますので、一応年

間を通じて発電をする予定でございます。

また、最初のお尋ねでありますけれども、使

用目的でございますが、やはり使うときに一番

難しいのは、発電のほうが365日、24時間発電し

ますので、それに合わせて使うものがなかなか

ございません。電柵とかでも電気の量がすごく

少なくて能力を使い切れませんので、私どもと

しましては、できればこの売電、九電が、発電

した分を全部引き取ってもらえますので、一番

効率よく発電できますので、これができないか。

また、規模が小さくてそこまで至らない、そう

いう機械がないようなところは、そういう電柵

等の電源とか、またあとは外灯とか、そういう

自家消費でできないかという２本立てて検討を

進めているところでございます。

○山下委員 これは、事業費が1,800万の中の市

町村の負担はどれぐらいあったの。

○喜田工務課開発企画監 日之影町の負担は、

一度負担するのは850万ほど負担していただきま

すが、農政水産部から補助事業に採択されてお

りまして、最終的な地元の負担は400万程度でご

ざいます。

○山下委員 ありがとうございました。

○徳重委員 一つ、二つ、簡単な話かと思うん

ですけどお聞きしますが、屋根に太陽光を皆さ

んつけていらっしゃるんですが、これ、毎年、

いろんなことで汚れてきますよね。ここ、まだ

日が浅いからどういう状況なのか詳しいことは

わからないわけですけど、年間、相当、遮光の、

電気をつくるエネルギーは少なくなっていくん

じゃないかなと、そういうデータは出ているも

んですか。毎年、少なくなっていく可能性って

いうのはあると思うんですけど。

○新穗経営企画監 今おっしゃられたように、

まだ年数が少ないので影響がちょっとどう出て

るかというのはわかりませんけれども、一番長

く使っている工業用水道の配水池につきまして

も、大体、毎年100.4％とかいうことで、二、三

年変わっておりませんので、年数がたって出力

が落ちてきている状況は今のところないです。

たまたまですけれども、一ツ瀬をつくった直

後に新燃が噴火しまして、灰が降りまして、そ

のときはもうほとんど発電ができないというよ

うな状況になりました。そのときは、パネルに

水をかけて洗うというようなことをしなくちゃ

いけなかったんですけれども、そういうケース

を除いて、自然にだんだんごみがたまって、採

光が悪くなってくるという状況はないみたいで、

雨が降れば自然と落ちていくぐらいの汚れぐあ

いなのかなというふうに考えております。

○徳重委員 都城あたりもそうですが、桜島の

灰がしょっちゅう降るということで、非常にい
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ろいろ心配される方も多いんですが、洗えばい

いということであれば、それはそんなに心配す

ることはないかなと思います。

一つお尋ねしますが、今、太陽光が全国的に、

また国も推奨してる、県も推奨してるというこ

ともあって、かなりのパネルがつくられておる

と思うんです。海外のパネルも相当日本に入っ

てきていると。私の知るところでも、大型の太

陽光をやる方が日本製より外国製のほうがいい

と、また安いというようなことのようですが、

このパネルの今の状況というのは年々安くなっ

てきているものか、あるいはこのパネルそのも

のの質はよくなってきているものか、そこ辺の

ところをちょっと教えていただくとありがたい

と。

○喜田開発企画監 お尋ねのパネルの性能と値

段でございますが、性能につきましては、もう

ある程度技術もよくなってしまっておりまして、

若干だけは毎年まだよくなっているところでご

ざいます。値段につきましては、もう確実に下

がっておりまして、大体、年間１割程度は下がっ

ていっているということでございます。

したがいまして、固定価格買取制度の単価に

つきましても、昨年は、メガソーラーは40円で

ございましたが、ことしは36円というふうに１

割程度下がっておりまして、また来年度も、こ

れから決まるところでございますが、今年度の

実際の建設単価とかを調査の上で、来年の単価

もまた下がるんではないかと考えられていると

ころでございます。

○徳重委員 最後に、外国製と日本製との差っ

ていうか、能力差っていうのは試験されている

経過はないもんですか。

○喜田開発企画監 パネルには昭和シェルです

か、あそこがつくっておりますような化合物系

のもの、こういうものは余り外国製のものがご

ざいませんので、もう日本の独自のもので外国

製はございません。あれは、極めてすぐれた、

変換効率は低いのですが、年間を通した設備利

用率が高くなるような、太陽光パネルは温度が

上がると効率が下がるとかいう特性もあります

が、それが余りないということで、非常にすぐ

れたもので、それにつきましては外国製はござ

いません。

あと、シリコンのものは、外国製のものが入っ

ておりまして、確かに単価も、値段も相当安く、

効率も現時点ではさほど変わらない、最初の新

品の状態では変わりません。ただ、将来的なも

のがちょっと不安はあるというようなところは

ございますが、やはりメガソーラーとかでは、

だいぶ外国製のほうが安いので使われている実

績はございます。

○徳重委員 いいです。

○岩下委員長 ありがとうございました。

○鳥飼委員 済みません、一つだけ教えてくだ

さい。

メガソーラー15カ所、２万6,000ってなってい

ますけど、認定だけ受けて、運転に、まだずる

ずるやっているところっていうのは、宮崎県に

はないんでしょうね、どんなでしょうか。

○本田工務課長 メガソーラーの設備認定とい

うのは、国に届けて金額が決まるんですけども、

それが今は30万キロぐらい宮崎県内であるそう

です。今、ここにつくられているのが２万6,000

ですから、まだ10分の１ぐらい、あと９割ぐら

いは今からつくりますという、手を挙げている

というような感じだと思います。

○鳥飼委員 わかりました。

○岩下委員長 ありがとうございました。

それでは、よろしいでしょうか。時間が参り
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ましたので、これで終わりたいと思います。

丁寧な御説明ありがとうございました。執行

部の皆さんは退席いただいて結構でございます。

暫時休憩いたします。

午前11時11分休憩

午前11時14分再開

○岩下委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

協議事項（１）の次回委員会についてであり

ます。

まず、資料１をごらんください。これまでの

委員会の活動状況をまとめております。

当委員会の調査事項であります「フードビジ

ネス」、「新エネルギー」、「海外戦略」、「ＴＰＰ」

を踏まえながら、５月16日の第１回から、本日

も入れますと委員会を６回、県内外調査を３回、

意見交換会を１回行っておりますが、調査活動

ができる委員会の予定は、残すところ来年１月31

日のみとなりました。

資料、上から５段目の「調査内容」のところ

をごらんいただきながら、これまでの調査内容

を振り返っていただきまして、調査が不足して

いる点や改めて確認したい事項がありましたら、

御意見をいただきたいと思います。もし、要望

がありましたら、日程の追加や現地調査、意見

交換の実施も検討したいと考えております。御

意見がありましたら、お願いいたします。

○右松委員 医療機器関係、メディカルバレー

構想、東九州ありますけれども、県が成長産業

として医療機器関係を想定しているんであれば、

大分のほうにだいぶ生産現場をとられたり、い

ろいろやっぱり問題があると思いますので、

ちょっと、やはり医療機器関係を、もし何もな

ければ上げたいと思います。

○岩下委員長 これは、成長産業という課題と

してっていうことでよろしいんでしょうか。

○右松委員 県が、位置づけているはずなんで

すけど。

○岩下委員長 ほかにございませんか。

○鳥飼委員 僕は、減反政策の見直し、あれを

やると私自身に頭に入ってなくて、ＴＰＰがも

し調印でもなったときに、日本の食料をどうす

るのかというのが一つあるんですけど、宮崎県

の農家に与える影響をどうやって軽くしていく

のかっていうのがあるのかなと思って。

皆さん、仕組み、政府が今出して、この間、

農林の委員会では説明があったようなんですけ

ど、そこはちょっと私はわからないんです。だ

から、ＴＰＰがもしやってくるとなると、宮崎

県の農家は、がたっていくんじゃないかと、畜

産も含めて。

とりあえず、減反のところが具体策で出てい

るもんですから、そこがちょっと知りたいなっ

ていうのはあります。

○岩下委員長 ＴＰＰに関連して減反を調べた

いということでございます。

○中野委員 何か、今、いろいろ意見言う場合

でしょう。新たに、何か日にちを設定してする

のか、休会中の日の中でするやつか、その辺で

違うと思うんですね。

○岩下委員長 ただいまそういった御意見がご

ざいましたが、いかがでしょう。

暫時休憩いたします。

午前１１時１６分休憩

午前１１時３１分再開

○岩下委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

次回の委員会では、ＴＰＰに関連して減反、
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中間管理機構等の具体的な内容と木質バイオマ

スの材料の調達の関係について確認して、その

後、政策報告書骨子案を協議させていただく予

定でございます。

それでは、最後になりますが、協議事項（３）

の「その他」でございますが、委員の皆様から

何かございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○岩下委員長 それでは、ないようでございま

す。

今後の日程について確認をいたします。

次回の委員会は１月31日金曜、午前10時から

行う予定となっておりますので、よろしくお願

いいたします。

以上で本日の委員会を閉会いたします。あり

がとうございました。

午前11時35分閉会
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○星原副委員長 特別委員会で調査はやってき

たが、来年度に向けて、政策的なもの、予算的

なものを執行部に発信するには、２月の委員長

報告では遅い。委員会での提案は、本来は、今

回の議会で、ある程度委員会でまとめたものを

出すべきだった。調査をまとめただけでいいの

かなという思いがある。

○山下委員 米政策で、加工米の確保の方針が

出されたが、これは、常任委員会、特別委員会

等で議論や意見具申してきた成果のひとつで、

実績だと思う。

○坂口委員 成長産業とＴＰＰに特化してやろ

うという特別委員会で、農政だけでも企画だけ

でもできないものをやりましょうということ

だった。成長産業として県が位置づけたものに

対する調査はやって課題は見えてきたが、これ

に対して提案するものがまだない。

減反政策が見えてきて、これに対する対応策

が必要になっているので、次回はこの点を仕上

げるための意見聴取をすればいいのでは。あま

り広げても・・。

○緒嶋委員 成長産業の対応では、雇用面を考

えるとバイオマス発電。中山間地の雇用も含め

た体系づくりに特化すべき。メディカルバレー

はどこまでやるのか・・。

○坂口委員 今日の企業局の委員会で、バイオ

マスの課題が見えてきた。路網もなく、数字的

には成り立つけど、現実的な経営は難しいとい

う話で、これをどうするんだというのはまとめ

られる。価格を形成する売り手買い手の合意シ

ステムができていないことを課題として提起し

て、県が取り組むべき方向として指摘できる。

○星原副委員長 企業等を調査した情報とかか

ら、宮崎の将来の方向性を出していかないとい

けない。条例を作る委員会とは違うから。将来

に向けて提言を出していかないといけない。

○中野委員 そもそも成長産業のしばりはどう

するのか。自分たちで決めるのか。

（「県が定めているから・・」という声あり。）

○鳥飼委員 中山間地域振興のため、小規模の

バイオマスを作っていくよう県が誘導すべきで

は。

○星原副委員長 最初に調査項目を決めるとき

に、テーマが広がりすぎないようにフードビジ

ネスと新エネルギーと海外戦略に絞った。

○坂口委員 広いからということで、わざわざ

特化した。

○鳥飼委員 新エネルギーで雇用とか地域の活

性化につなげたい思いもある。

○岩下委員長 ＴＰＰの関係は方向性は見えな

いので、提案や提言はしづらいと思うが。

○坂口委員 調査事項に掲げたので、何らかの

報告は必要。減反とか中間管理機構は方向性が

出たのでこれらの影響とか対応するかで何か提

案できる。材木を持ち出す基盤整備が整わない

と材木は眠るのでそれをどうするかという話も

ある。

○岩下委員長 東アジア戦略はフードに絡める

ということで。

○松浦書記 次の予定された委員会で、ＴＰＰ

関連で、減反とか中間管理機構、新エネルギー

の関係で材木の搬出と価格決定の基盤整備につ

いて２本立てで調査するということでよろしい

でしょうか。

○坂口委員 それで十分では。


